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第31号 

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・望月校外学習
～本学園伝統の学外研修～

・女子水球ジュニア世界選手権大会
代表に選ばれる

・聖徳ピージーズがゴミ箱を再生
・インタビュー 人間栄養学科
目指せ！管理栄養士全員合格
―3年連続で高い合格率―

・第46回保育表現研究発表会
幼児教育専門学校

・第22回合唱祭を終えて
附属中学校・高等学校

・優しい心を育てる「なるほど！体験教室」
附属小学校

・ドキドキわくわく気分は1年生
附属幼稚園

・特別展覧会「日本女流作家達の自筆原稿」展
開催中

養
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
各

学
科
の
専
門
分

野
に
関
わ
る
国

へ
の
海
外
研
修

旅
行
を
約
二
週

間
、
短
大
部
で
は

北
海
道
研
修
旅

行
を
七
日
間
に

わ
た
っ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
小
学

校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
は
長
野

県
佐
久
市
で
本

学
園
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
か
す
が
荘
を
拠
点
に

「
望
月
校
外
学
習
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
四
日
間
の
校
外
学

習
の
中
で
、
児
童
・
生
徒
は
稲
刈

り
や
鱒
の
掴
み
取
り
、
飯
盒
炊

さ
ん
な
ど
様
々
な
体
験
学
習
を

し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
六
月
十

九
日（
火
）か
ら
二
十
二
日（
金
）

に
か
け
て
聖
徳
中
学
・
高
校
が

行
っ
た
望
月
校
外
学
習
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〜
・
〜
・
〜

中
山
道
・
望
月
宿
か
ら
、
さ
ら

に
八
キ
ロ
ほ
ど
山
間
に
分
け
入

っ
た
静
か
な
温
泉
地
に
、
か
す

が
荘
は
あ
り
ま
す
。
聖
徳
中

学
・
高
等
学
校
の
あ
る
茨
城
県

よ
り
も
な
お
清
ら
か
な
風
、
水
、

湯
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
生

徒
は
毎
年
三
泊
四
日
間
の
学
習

を
こ
こ
で
体
験
し
ま
す
。

初
日
に
は
入
館
式
と
工
芸
、

二
日
目
に
は
農
作
業
と
飯
盒
炊

さ
ん
、三
日
目
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、

四
日
目
に
は
退
館
式
と
い
う
日

程
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
班
長

を
筆
頭
に
、食
事
、
美
化
、
保
健
、

学
習
な
ど
の
役
目
を
与
え
ら
れ
、

協
同
生
活
し
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
の
は
、
中
学

生
と
高
校
普
通
科
二
年
生
の
百

六
十
四
名
。
高
校
生
が
三
日
目

に
歩
い
た
「
望
月
里
め
ぐ
り
」
で

は
、
宿
場
町
の
名
残
り
が
色
濃

く
残
る
沿
道
、
若
山
牧
水
の
歌

碑
、
信
州
に
多
い
道
祖
神
の
石

碑
な
ど
初
め
て
目
に
す
る
も
の
ば

か
り
で
、
浅
間
と
蓼
科
の
間
に

広
が
る
山
里
の
爽
や
か
な
空
気

を
、友
達
と
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
日
目
と
も
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
主
張
の
ぶ
つ
か
り

あ
い
や
行
き
違
い
も
出
て
き
ま

す
。
生
徒
に
は
、
解
決
の
た
め

に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

教
員
は
、
前
述
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
以
外
に
も
何
を
学
び
取

る
べ
き
か
を
指
導
す
る
機
会
と

な
り
ま
す
。

自
然
・
人
間
・
社
会
に
お
い
て

日
常
と
は
違
う
環
境
に
身
を
お

く
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
は

今
年
も
ひ
と
回
り
成
長
し
て
学

習
を
終
え
た
よ
う
で
す
。

本
学
園
で
は
小
学
校
か
ら
大

学
に
至
る
ま
で
学
外
に
お
い
て

学
習
と
生
活
を
一
体
化
し
た
体

験
学
習
「
校
外
学
習
」
を
一
貫

し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
寝
食
を
共
に
す
る
集
団
生

活
を
通
し
て
、
友
達
と
の
円
満

な
人
間
関
係
作
り
や
共
同
作
業

の
意
味
、
集
団
社
会
で
の
規
律
、

日
本
の
伝
統
文
化
な
ど
社
会
生

活
に
欠
か
せ
な
い
心
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
は
一
貫
教
育
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
各
年
代
に
あ
わ
せ
た
校
外

学
習
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
円

満
な
人
間
関
係
を
作
る
力
、
心

遣
い
の
で
き
る
心
を
無
理
な
く

I N D E X
学園────────── 1～2
大学院・大学・短大───3～4
幼児教育専門学校──── 4
附属中・高 ──────── 5
聖徳中・高 ─────── 1・5
小学校 ────────── 5
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

〜
本
学
園
伝
統
の
学
外
研
修
〜

望
月
校
外
学
習

六
月
二
十
四
日（
日
）、
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
第
九
回
聖
徳

大
学
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
生
涯
学

習
の
観
点
に
立
っ
た
『
少
子
・
高

齢
社
会
の
活
性
化
』
に
関
す
る

総
合
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、

幼
児
教
育
・
生
涯
学
習
関
係
者

を
は
じ
め
、
一
般
市
民
、
学
生

な
ど
、
六
百
五
十
名
を
超
え
る

参
加
者
で
活
気
の
あ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、

生
涯
学
習
研

究
同
好
会

「
り
り
ー
ず
」

に
よ
る
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
」
、
音

楽
文
化
学
科

水
垣
玲
子
先

生
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
な
ど
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
学

長
特
別
補
佐
・
鬼
島
康
宏
先
生
、

主
催
者
代
表
で
生
涯
学
習
研
究

所
長
・
福
留
強
先
生
の
挨
拶
の

後
、
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
東
海
大
学
教
育
開

発
研
究
所
所
長
・
秋
山
仁
先
生

を
お
招
き
し
、「
子
ど
も
の
数
だ

け
夢
が
あ
り
、
夢
の
数
だ
け
将

来（
あ
す
）が
あ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
育

者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
な

ど
情
熱
的
な
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
秋
山
先

生
に
よ
る

ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
の

演
奏
も
行

わ
れ
、
会

場
は
感
動

に
包
ま
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
の
分
科
会
で
は
、「
父

親
の
子
育
て
参
加
　
今
こ
そ
必

要
パ
パ
パ
ワ
ー
！
」「
子
ど
も
の

育
ち
と
生
活
空
間
―
保
育
施

設
を
中
心
に
―
」「
食
育
の
取
り

組
み
―
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
か

ら
―
」「
創
年
と
子
ど

も
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」
の
四
つ
の
テ
ー
マ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家

や
実
践
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
社

会
貢
献
セ
ン
タ
ー
で

は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
「
子
ど
も
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
で
様
々
な

遊
び
を
体
験
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
来
場
者
、
学
生
、

運
営
に
関
わ
っ
た
多

く
の
学
生
・
教
職
員
に

と
っ
て
、
成
果
の
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

第
九
回
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
、子
育
て
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

この模様は生涯学習研究所学術フロンティア推進事業ホームページ
http://hello.smilies.jp/lll-studies/ でもご覧いただけます。
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第
七
回
女
子
水
球
ジ
ュ
ニ
ア
世

界
選
手
権
大
会﹇
七
月
二
十
三
日

□の
代
表
選
手
に
本
学
園
か
ら
四
名

の
選
手
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
代
表
選
手
に
選
ば
れ
た
の

は
行
天
朋
加
さ
ん（
大
学
・
人
間
栄

養
学
科
二
年
）、
藤
野
真
奈
美
さ
ん

（
短
大
部
・
総
合
文
化
学
科
一
年
）、

小
川
沙
希
さ
ん（
聖
徳
高
校
・
体
育

科
三
年
）、
杉
田
実
咲
さ
ん（
同
・

二
年
）で
す
。

七
月
十
一
日（
水
）に
四
名
の
壮

行
会
が
開
催
さ
れ
、
川
並
弘
昭
学

園
長
・
理
事
長
先
生
が
「
国
内
で

も
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝

や
全
国
女
子
大
会
準
優
勝
な
ど
の

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
皆
さ
ん
が

世
界
の
舞
台
で
も
活
躍
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
各

学
生
が
決
意
表
明
し
、
行
天
さ
ん

か
ら
は「
前
回
大
会
よ
り
も
日
本

が
上
位
に
行
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

女
子
水
球
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会

代
表
に
選
ば
れ
る

（左から）藤野さん、行天さん、小川さん、杉田さん

入館式

農作業

望月里めぐり

（
月
）〜
二
十
九
日（
日
）、ポ
ル
ト
ガ
ル
﹈
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七
月
七
日（
土
）、
聖
徳
大
学

子
育
て
支
援
社
会
連
携
研
究
セ

ン
タ
ー
「
聖
徳
に
こ
に
こ
キ
ッ

ズ
」
主
催
『
地
域
子
育
て
支
援

者
の
集
い
〜
講
演
会
と
子
育
て

支
援
情
報
交
換
〜
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
半
は
、
野
原
八

千
代
先
生（
保
育
科
第
一
部
学

科
長
・
医
学
博
士
）が
「
病
気
の

正
し
い
知
識
と
健
康
づ
く
り
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
第
一
線
で

ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演

会
終
了
後
は
、

日
々
の
子
育
て

支
援
の
場
に
お

け
る
取
り
組
み

や
考
え
、
実
情

な
ど
に
つ
い
て

の
「
情
報
交
換

会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
聖
徳
に
こ
に

こ
キ
ッ
ズ
」（
左
図
）の
施
設
見
学

も
あ
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
充
実
に
向
け
、
新
た
な
連
携

が
進
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
者
の
集
い

〜
講
演
会
と
子
育
て
支
援
情
報
交
換
〜

Vol.3健康コラム 聖徳発！食育レシピNo.2
さんさんと太陽が輝く夏。一年のうちで最も体力の消耗が激しく、疲れや
すい季節です。また、冷房による冷えや、冷たいものの飲みすぎなどで体調
不良になったり、胃腸の働きが悪くなって栄養の消化吸収機能が衰えたり
します。
夏バテを防いで、元気に過ごすために、胃腸を健康にして、食欲増進をは
かりパワーアップしましょう。そのために毎日の食事に注意するとともに、
睡眠を十分にとることも忘れないで下さい。

体調を整えてくれる旬の食材（うなぎ・あじ・いか・いわし・トマト・胡瓜・
ピーマン・南瓜・大葉・枝豆・ゴーヤ・牛乳など）をたっぷり使い、不足しが
ちな、タンパク質やビタミン、ミネラルを十分に摂りましょう。
疲労回復には豚肉やうなぎに豊富に含まれているタンパク質、ビタミンC
が効果的。ビタミンCが他の野菜に比べて多いゴーヤ、カロテンや食物繊維
が多く生活習慣病に役立つ野菜を使って、調理が簡単、さっぱり、おいしい
料理を作ってみましょう。

うなぎごはん（467kcal／1人分）1.
①米に水・しょう
ゆ・酒・みりんを
加えごはんを炊
く。

②炊き上がったあ
つあつのごはん
に蒲焼のたれをよくまぶす。

③枝豆は塩茹でし、皮をむいておく。

④蒲焼は1㎝くらいの太さに切る。

⑤②のごはんに③、④といりごまを混ぜる。
好みにより粉山椒を散らしてもよい。

開
催

保育科教授
佐伯節子先生

●材料（4人分）
米
水
しょうゆ
酒
みりん
うなぎ蒲焼
枝豆
いりごま
蒲焼のたれ
粉山椒

2カップ
2カップ
36g（大2）
30g（大2）
18g（大1）
1本
60g
18g（大2）
大4
少々

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・

・・
・・・・・・・
・・・・
・・

・・・・・・

●作り方

1

４

５

おにぎりに握ってラップで包み、お弁当にも
使えます。

蒲焼丼やお重よりも蒲焼の量が少なくすむ経済的料理です。

一口メモ：

ゴーヤのみそサラダ（67kcal／1人分）2.

①ゴーヤは縦半分に切って、スプ
ーンでワタと種を除く。3～4㎜
幅に切り、塩を加え、混ぜて10
分ほど置く。

②パプリカはヘタと種を除き、縦
に4等分し、3～4㎜幅に切る。

③①、②の野菜を1分ほどゆで、ザ
ルにあけ、氷水で冷まし、水気
を絞る。

④ボウルにAの材料を混ぜ合わせ、
③の材料を加え、合える。

●材料（4人分）
ゴーヤ
パプリカ（赤）
パプリカ（黄）
すりおろし玉ねぎ
みそ
酢
サラダ油
マスタード
砂糖

1本
1個
1個
8g（小1）
30g（大1と2／3）
15g（大1）
8g（小2）
10g（小2）
5g（小2弱）

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・
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●作り方
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湯に通すことで色が鮮やかに
なります。その時の水気はしっ

かりと切って下さい。
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Ｒ
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磐
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松
戸
駅 

東口 聖
徳
大
学 

聖徳にこにこキッズ 

市民 
プール 

月曜日～金曜日
（１０：００～１５：００）

《お 休 み》
日曜、祝・祭日
学校行事等
《対　　象》

０歳～就学前の親子
《電　　話》

０４７-３６５-１１１１（代表）
内線３９３３

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
に

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
愛
称
を
広
く
募
集
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
三
十
四
件
も
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
に

て
厳
正
な
選
考
を
し
、
以
下
の

よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・採用愛称名

・提　案　者

・選 考 理 由

『聖徳菊水会』
森田 節子さん

幼稚園～大学まで胸につけている校章が
菊水であり、また品位がある。

「菊水」は学園歌や校章になっており、聖徳学
園に馴染んでいる。
聖徳の名を前に入れることにより、一体感を出
し、同窓会連合会のイメージに合っていること
から愛称として最も相応しいと判断される。

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会

愛
称
が
決
定
！

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

聖
徳
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
聖
徳
ピ
ー
シ
ー
ズ
」

が
〝
松
戸
駅
周
辺
に
ぎ
や
か
し

推
進
協
議
会
〞
に
協
力
し
て
、

中
心
市
街
地
の
美
化
・
活
性
化

の
第
一
弾
と
し

て
松
戸
駅
東
口

デ
ッ
キ
上
の
ゴ

ミ
箱
を
再
生
し

ま
し
た
。

松
戸
駅
デ
ッ

キ
上
の
東
西
出

入
口
に
あ
る
老

朽
化
し
、
壊
れ

か
か
っ
た
六
セ

ッ
ト
の
ゴ
ミ
箱

の
中
か
ら
今
後

も
使
用
可
能
な

ゴ
ミ
箱
二
セ
ッ

ト
を
選
び
出

し
、
学
生
自
ら

作
成
し
た
図
柄

に
ペ
イ
ン
ト
し

て
綺
麗
に
再
生

し
ま
し
た
。

図
柄
に
は
松

戸
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
表
す

る
コ
ア
ラ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

図
柄
も
ゴ
ミ
の
内
容
に
合
わ
せ
、

缶
を
入
れ
る
ゴ
ミ
箱
に
は
コ
ア

ラ
が
缶
を
持
っ
た
図
柄
に
す
る

な
ど
子
ど
も
で
も
分
別
し
易
い

よ
う
に
四
種
類
の
コ
ア
ラ
を
描

き
工
夫
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
箱
再
生
は
、
松
戸
市
が

推
進
し
て
い
る
「M

ottainai

運
動
」
の
一
翼
を
担
い
、
同
時
に

駅
周
辺
で
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

を
な
く
し
て
皆
で
協
力
し
て
駅

周
辺
か
ら
町
全
体
を
綺
麗
に
し

た
い
、
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！

再
生
！
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A
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聖徳ピーシーズのメンバー

《聖徳にこにこキッズの開設日時》

夏をのりきろう！
夏バテ予防の食事
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て
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
栄
養
教

育
論
」
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
相

手
と
ど
の
よ
う
に
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
け
ば
よ
い
か
を
学
ぶ
い
い

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
河
野
先
生
】
栄
養
教
諭
の
専
門
科

目
で
あ
る
「
食
に
関
す
る
指
導
の

研
究
」
を
一
年
次
か
ら
学
び
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
進
路
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

③
【
田
中
先
生
】
い
ろ
い
ろ
な
違
う
強

み
を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
何
か
一
つ
の
こ
と
を
身
に
つ

け
る
と
い
う
よ
り
は
、
学
生
個
々

人
に
合
っ
た
何
か
を
見
つ
け
て
、

自
分
の
強
み
と
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

【
河
野
先
生
】
与
え
ら
れ
た
課
題
を

こ
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
力
を
大
学
時
代
に
養
っ

て
お
く
と
卒
業
後
、
職
業
人
と
し

て
困
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
中
尾
先
生
】
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
飯
。
加
え

て
、
も
し
可

能
で
あ
れ

ば
ラ
ジ
オ

体
操
。
国
家

試
験
の
準

備
が
始
ま
る
と
あ
ま
り
の
多
忙
さ

に
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
管
理
栄
養
士
は
人
の

食
生
活
を
改
善
し
健
康
に
な
る
指

導
を
す
る
職
業
な
の
で
、
ま
ず
は

①
【
田
中
先
生
】
私
は
今
年
四
月
か
ら

人
間
栄
養
学

科
の
学
科
長

を
務
め
て
い

ま
す
が
、
本

学
科
に
入
っ

た
時
に
非
常

に
驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
学
科

学
生
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

合
格
率
が
高
い
こ
と
で
し
た
。
第

一
期
生
が
９０
・
４
％
、
二
期
生
が

８７
・
８
％
、
そ
し
て
昨
年
度
の
卒
業

生
が
８８
・
８
％
と
３
年
連
続
の
高
合

格
率
で
す
。
在
学
生
の
保
護
者
の

皆
様
や
受
験
生
に
は
、
こ
の
よ
う

な
高
合
格
率
を
支
え
て
い
る
こ
の

学
科
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
植
木
先
生
】
三
年
連
続
高
合
格
率

を
支
え
て
い
る
の
は
、
他
で
も
な

く
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
と

思
い
ま
す
。
一
、
二
年
次
で
基
礎

科
目
を
し
っ
か
り
修
得
し
、
三
年

次
か
ら
は
応
用
科
目
に
発
展
さ
せ

る
と
同
時
に
、
翌
年
三
月
の
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
む
け
た
学
習

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ

の
中
で
は
、公
開
講
習
会（
年
二
回
）

や
計
五
回
に
も
わ
た
る
国
家
試
験

対
策
模
擬
試
験
を
行
い
ま
す
。
一

方
で
、
本
学
科
で
は
聖
徳
教
育
、
海

外
研
修
な
ど
本
学
に
し
か
な
い
特

徴
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
入

れ
、
社
会
性
を
持
っ
た
管
理
栄
養

士
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

【
中
尾
先
生
】
国
家
試
験
合
格
と
同

時
に
、
本
学
科
の
特
徴
と
し
て
言

え
る
こ
と
は
実
際
に
「
社
会
で
活

躍
で
き
る
」
栄
養
士
を
育
て
て
い

る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
就
職
指
導

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
病
院
の
栄
養
士
と
し
て
採

用
さ
れ
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す

し
、
近
年
で
は
他
校
に
先
駆
け
栄

養
教
諭
の
免
許
状
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
校
栄
養
職

員
と
し
て
も
卒
業
生
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

【
河
野
先
生
】
本
学
科
に
は
、
管
理

栄
養
士
だ
け
で
な
く
栄
養
教
諭
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
学
生

も
多
く
お
り
ま
す
。
管
理
栄
養
士

と
教
職
科
目
の
履
修
で
勉
強
は
大

変
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
卒
業
後
に
ど
ん
な
職
場

で
働
く
と
し
て
も
「
人
に
教
え
る
」

こ
と
を
学
ん
で
お
く
こ
と
は
大
き

な
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

②
【
植
木
先
生
】
本
学
科
は
出
口
教
育

と
し
て
の
就

職
指
導
に
も

力
を
入
れ
て

い
る
と
同
時

に
、
入
口
教

育
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
一
年
生
の
前
期

に
「
基
礎
化
学
」「
基
礎
生
物
」
を
取

り
入
れ
て
、
高
校
で
の
学
習
の
復

習
も
兼
ね
て
、
大
学
で
の
学
習
の

基
礎
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
国
家
試
験

対
策
模
擬
試
験
の
問
題
を
独
自
に

作
っ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴

で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
過
去
問
題
の
分
析
や
模
擬
試
験

の
結
果
の
分
析
を
行
い
、
個
々
の

学
生
の
弱
点
や
学
習
方
法
の
問
題

点
の
指
摘
ま
で
が
一
連
の
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
中
尾
先
生
】
管
理
栄
養
士
の
仕
事

は
病
院
で
あ
れ
、
学
校
現
場
で
あ

れ
、
様
々
な
人
と
連
携
し
て
初
め

学
生
自
身
に
健
康
な
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
植
木
先
生
】
栄
養
学
は
食
を
通
じ

て
健
康
を
増
進
す
る
と
い
う
学
問

で
す
の
で
、
食
に
興
味
の
あ
る
受

験
生
の
皆
さ
ん
に
是
非
本
学
科
で

学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
河
野
先
生
】
本
学
科
で
は
「
面
倒

見
の
良
さ
」

も
売
り
で
す
。

知
的
関
心
を

持
っ
て
い
れ

ば
、
非
常
に

こ
ま
め
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
学
科
で

す
。

【
田
中
先
生
】
管
理
栄
養
士
や
栄
養

教
諭
な
ど
栄
養
に
関
す
る
職
業
は

生
活
そ
の
も
の
の
中
か
ら
発
生
し

た
も
の
で
、
そ
の
点
で
は
医
師
や

看
護
師
と
い
っ
た
職
業
と
同
じ
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
す
。「
食
育
」
等
の
食

に
関
す
る
問
題
の
多
い
現
代
社
会

で
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

職
業
で
す
の
で
、
是
非
多
く
の
受

験
生
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

人
間
栄
養
学
科

学
　
科
　
長
　
　
田
中
　
秀
夫
先
生

学
科
長
補
佐
　
　
植
木
　
幸
英
先
生

教
　
　
　
授
　
　
河
野
　
公
子
先
生

教
　
　
　
授
　
　
中
尾
芙
美
子
先
生

人
間
栄
養
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

目
指
せ
！
管
理
栄
養
士
全
員
合
格
！

―
三
年
連
続
で
高
い
合
格
率
―

①
人
間
栄
養
学
科
の
特
徴
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

田中秀夫先生

②
特
徴
的
な
授
業
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

③
勉
強
以
外
に
何
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
で
す
か
？

④
在
学
生
、
受
験
生
に
一
言

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

学
生
の
夏
休
み
に
先
立
ち
、

七
月
に
幼
稚
園
・
保
育
園
・
施
設

へ
の
就
職
希
望
者
を
対
象
に
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
全
四
回
に
分
け
て
行

わ
れ
児
童
学
科
四
年
生
、
保
育

科
・
介
護
福
祉
学
科
二
年
生
合

わ
せ
て
約
千
名
の
学
生
が
真
剣

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
就
職
活
動

の
手
順
や
マ
ナ
ー
、
事
前
準
備

の
内
容
や
ピ
ア
ノ
の
習
熟
度
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
学
生
の
中
に
は
親
元
を
離

れ
て
就
職
を
希
望
す
る
学
生
や
、

地
方
出
身
者
は
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

を
希
望
す
る
学
生
も
い
る
た
め

様
々
な
希
望
に
対
応
で
き
る
よ

う
個
別
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ

り
幼
児
教
育
系
の
就
職
活
動
が

キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り
ま
す
が
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
採
用
試
験

の
多
く
は
十
月
以
降
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
十
二
月

ま
で
に
は
多
く
の
学
生
が
内
定

を
頂
き
喜
び
の
笑
顔
と
声
が
届

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
で
は
学
生

の
将
来
を
第
一
に
考
え
、
就
職

希
望
者
全
員
の
内
定
を
目
指
し

て
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

≪キャリア支援室から求人依頼のお願い≫

去
る
六
月
十
六
日（
土
）、
総

合
文
化
学
科
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア

ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
」
の
授
業
参
観
お

よ
び
保
護
者
会
・
学
科
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
」
で

は
、
一
年
生
が
自
分
の
夢
、〈
ド

リ
ー
ム
プ
ラ
ン
〉
を
発
表
し
、

そ
れ
を
保
護
者
や
出
身
高
校
の

先
生
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
証
書
を
手
に
し
た
と
き
、

ど
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
か
、

一
人
一
人
思
い
描
く
夢
が
異
な

っ
て
い
て
、
そ
の
ど
れ
も
が
素

敵
な
夢
で
し
た
。

皆
の
前
で
の
発
表
だ
っ
た
た

め
、
緊
張
し
た
人
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、「
み
ん
な
の
夢
が

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
！
」「
ぜ
ひ
夢

を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
い
う
積

極
的
な
感
想
が
多
く
聞
か
れ
、

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

保
護
者
か
ら
は
、「
娘
が
入
学
し

て
か
ら
ど
ん
な
様
子
な
の
か
わ

か
ら
ず
心
配
し
て
い
た
が
、
実

際
に
参
観
し
て
安
心
し
た
」、

「
友
達
に
も
う
ち
と
け
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

保
護
者
会
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
の
協
力
を
得
て
、
今
後

の
就
職
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

し
、
保
護
者
と
学
科
・
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
が
一
体
と
な
っ
て
、
就

職
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認

し
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
」

授
業
参
観
、
保
護
者
会
・
学
科
説
明
会
を
実
施
！

総
合
文
化
学
科

通
信
教
育
部
で
は
、
七
月
中

旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
の
お

よ
そ
一
ヶ
月
半
の
間
、『
夏
期

ス
ク
ー
リ
ン
グ
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
毎
年
、
猛
暑
の
中
、
各

地
か
ら
通
信
教
育
部
の
学
生

が
来
校
し
、
今
年
は
三
千
人
を

超
え
ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
日

頃
、
在
宅
で
の
学
習
が
多
い
通

信
教
育
部
の
学
生
に
と
っ
て

は
、情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
学
習
を
進
め
て
い

く
上
で
も
、
非
常
に
効
果
的
な

も
の
で
す
。こ
こ
で
の
仲
間
は
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
時
の
参
考
文

献
や
締
切
日
を
設
定
し
て
い

る
書
類
の
確
認
等
以
外
に
も
、

途
中
で
挫
折
し
そ
う
に
な
っ

た
時
に
励
ま
し
て
く
れ
る
仲

間
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
期
間
は
日
頃
と

は
異
な
る
生
活
リ
ズ
ム
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎
年

体
調
を
崩
し
、
学
生
た
ち
が
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
梅
雨
時
期
に

雨
が
あ
ま
り
降
ら
ず
に
、
既
に

真
夏
日
を
計
測
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
対
応
を
含
め
て
学

生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
万

全
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
　
通
信
教
育

夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た

幼
稚
園
・
保
育
園
・
施
設
の

就
職
活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
！

TEL：047-365-7451 FAX：047-365-7701

求人がございましたら
是非キャリア支援室までご一報ください。

幼
稚
園
・
保
育
園
・
施
設
の

就
職
活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
！

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
だ
よ
り

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

植木幸英先生

中尾芙美子先生

河野公子先生

（
直
通
）

（
直
通
）
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去
る
六
月
十
六
日（
土
）、
本
校

で
は
、
高
校
の
先
生
方
を
対
象
と

し
た
「
入
試
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
土
曜
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
参
加
い
た
だ
い
た
先
生

方
と
、
熱
心
な
懇
談
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
副
学
園
長
、
校
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
「
保
育
者
養
成
の
現
状

と
課
題
」「
今
年
度
の
入
試
全
般

に
つ
い
て
」な
ど
の
説
明
に
続
い
て
、

学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
山
の
音
楽
家
」
の
実
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

手
遊
び
で
は
参
加
い
た
だ
い
た

先
生
方
も
ご
一
緒
に
加
わ
り
、
童

心
に
帰
り
思
わ
ず
笑
い
声
が
も
れ

る
一
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
高
校
の
先

生
と
再
会
し
た
学
生
か
ら
は
次
の

よ
う
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

―
―
二
年
　
藤
森
　
優
夏

高
校
の
先
生
と
お
話
し
し
て
と

て
も
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
先

生
は
、
私
が
夢
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
喜
び
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
の
時

か
ら
は
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
自

分
で
も
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

課
題
や
実
習
、行
事
、ピ
ア
ノ
等
、

目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い
毎
日
で
、

く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
自
分
な
り
に
努
力

し
な
が
ら
日
々
頑
張
っ
て
い
け
ば

私
は
も
っ
と
成
長
し
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。
実
習
に
行
く
度
に
、
保

育
者
と
は
本
当
に
楽
し
く
て
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
実
感
し
ま

す
。
親
や
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

の
先
生
、
友
達
な
ど
応
援
し
て
く

れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
い
て
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

け
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
を
卒
業
し
、
保
育
者
の

資
格
を
頂
い
て
元
気
に
働
く
姿
を

応
援
し
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち

に
見
せ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

入
試
説
明
会

―
高
校
の
先
生
方

を
対
象
に
―

暑
い
夏
を
目
前
に
本
校
で
は
、

卒
業
年
次
生
を
対
象
と
し
た
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
も
三
回
目
を
む
か
え
、

就
職
面
談
や
具
体
的
な
履
歴
書
の

書
き
方
等
に
つ
い
て
の
講
義
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
は
毎
年
一
〇
〇
％

の
就
職
内
定
を
頂
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
学
生
た
ち
も
先
輩
の
よ

う
に
、
真
剣
な
眼
差
し
で
自
分
の

進
路
に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
次
の

よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

―
―
二
年
　
佐
久
間
　
理
紗

第
三
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受

講
し
て
、
以
前
ま
で
は
あ
ま
り
進

路
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
考
え

る
よ
う
に
な
り
自
覚
が
出
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
専
門
学
校
に
入
っ
て
か

ら
初
め
て
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の
で

と
て
も
不
安
で
し
た
。
一
年
生
の

前
期
は
危
機
感
が
全
く
無
く
、
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
後
期
に
な
り
、
み
ん
な
と
一

緒
に
卒
業
し
、
就
職
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
ま
り
、
毎
朝
早
く

登
校
し
た
り
、
放
課
後
残
っ
た
り

し
て
、
毎
日
練
習
す
る
よ
う
努
力

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
で
は

少
し
ず
つ
周
り
の
友
達
に
追
い
つ

く
こ
と
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
気
を
抜
く
こ
と
な
く
、
毎
日

の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

苦
手
な
こ
と
で
も
、
努
力
す
れ

ば
必
ず
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
就

職
や
卒
業
に
む
け
て
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
就
職
し
た
後
も
努
力
し
続

け
ら
れ
る
保
育
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第
三
回
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス

第
四
十
六
回

保
育
表
現
研
究

発
表
会

七
月
一
日（
日
）、
伝
統
行
事
で

あ
る
保
育
表
現
研
究
発
表
会
が
今

年
度
か
ら
川
並
香
順
記
念
講
堂
へ

会
場
を
移
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
学
生
の
保
護

者
や
先
生
方
か
ら
の
暖
か
い
拍
手

を
頂
き
、
創
作
舞
踊
と
表
現
あ
そ

び
の
二
作
品
を
無
事
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
達
は
、
一
つ
の
作
品
を
創

り
あ
げ
る
上
で
、
何
も
無
い
と
こ

ろ
か
ら
動
き
を
創
り
出
し
、
題
材

に
あ
っ
た
音
の
選
曲
や
編
集
、
衣

装
の
創
案
と
製
作
等
、
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
、
舞
台
で
発
表
す

る
こ
と
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
緊

張
し
な
が
ら
も
自
分
の
力
を
精
一

杯
出
し
き
り
、
努
力
し
た
成
果
が

演
技
後
の
爽
や
か
な
笑
顔
に
表
れ

て
い
ま
し
た
。
創
作
過
程
を
通
し

て
、
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体

感
し
、
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ

を
学
び
、
心
身
と
も
に
成
長
し
た

と
思
い
ま
す
。

発
表
会
で
得
た
充
実
感
、
達
成

感
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
や
将
来
の
保
育
現
場
に
活
か

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

英
語
学
習
雑
誌
の
代
表
的
存

在
で
あ
る
『EN

G
LISH

JO
U
R-

N
A
L

』（
株
式
会
社
　
ア
ル
ク
発

行
）の
七
月
号
に
、
本
学
外
国
語

学
科
・
小
川
直
樹
教
授
監
修
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
号
の
特
集
記
事
の
「
ロ
ン
ド

ン
で
聞
い
た
！
イ
ギ
リ
ス
英
語

最
新
事
情
」
が
そ
れ
で
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
英
語
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
川
合
亮
平
さ

ん
が
ロ
ン
ド
ン
っ
子
に
行
な
っ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
、
小

川
先
生
が
川
合
さ
ん
と
の
対
談

と
い
う
形
式
で
、
イ
ギ
リ
ス
英

語
の
発
音
を
解
説
し
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
ク
イ
ー
ン
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
と
い
っ
た
上
品

な
英
語
ば
か
り
で
な
く
、
コ
ッ

ク
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
ロ
ン
ド
ン

下
町
言
葉
に
つ
い
て
も
、
特
徴

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
実
際
の

録
音
に
沿
っ
た
解
説
な
の
で
、

ま
さ
に
実
況
解
説
と
い
っ
た
内

容
で
す
。

こ
の
雑
誌
に
は
、
Ｃ
Ｄ
が
付

い
て
い
て
、
こ
の
特
集
の
ロ
ン

ド
ン
っ
子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
実
際
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
コ
ッ
ク
ニ
ー
の
よ
う

な
訛
り
の
音
声
は
な
か
な
か
聞

け
な
い
の
で
、
英
語
好
き
の
人

に
は
有
益
な
教
材
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
Ｃ
Ｄ

に
は
映
画
『
ク
ィ
ー
ン
』
主
演

の
女
優
ヘ
レ
ン
・
ミ
レ
ン
や
作

家
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
な

ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
入
っ
て

い
ま
す
。

有
数
の
英
語
学
習
雑
誌
で
あ

る
「English

Journal

」
で
本
学

教
員
が
解
説
者
を
務
め
る
こ
と

は
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
教
員
が
教
え
る
外
国
語

学
科
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

外
国
語
学
科
・
小
川
教
授
が
イ
ギ
リ
ス
英
語
最
新
事
情
を
解
説

〜E
N
G
L
ISH

JO
U
R
N
A
L

に
掲
載
さ
れ
る
〜

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

昨
年
九
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る

協
定
校
、
セ
ン
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス

大
学
に
留
学
し
て
い
た
葉

梨
香
奈
江
さ
ん
が
、
こ
の

ほ
ど
帰
国
し
、
学
長
先
生

へ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
英
米
文
化
学

科
の
四
年
に
在
籍
し
、
卒

論
の
執
筆
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。
葉
梨
さ
ん
は
、

留
学
生
活
を
ふ
り
返
り
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
着
い
た

当
初
は
英
語
が
聞
け
ず
・

話
せ
ず
で
、
大
変
苦
労
を

し
ま
し
た
が
、
自
分
を
救

う
の
は
自
分
し
か
い
な
い

と
悟
り
、
間
違
い
を
恐
れ

ず
ど
ん
ど
ん
発
言
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。す
る
と
、

友
達
も
増
え
、
留
学
生
活

も
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
」と
語
り
ま
し
た
。
留

学
が
終
わ
る
頃
に
は
、
予

習
で
、
二
〇
〜
三
〇
ペ
ー
ジ

も
の
資
料
を
読
む
こ
と
も

苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。

将
来
は
、
英
語
力
を
活

か
せ
る
職
場
で
働
く
か
、
大
学

院
へ
進
学
し
た
い
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

協
定
校
・
セ
ン
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
大
学
か
ら

留
学
生
が
帰
国

英
米
文
化
学
科

第
三
十
四
回
フ
ル
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
に
よ
せ
て

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ

リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

音
楽
文
化
学
科

音
楽
大
学
を
卒
業
し
た
新
人

フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
の
登
竜
門
と

な
る
こ
と
を
願
い
創
設
さ
れ
た

「
フ
ル
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ

ル
」
は
今
年
で
三
十
四
回
目
を

迎
え
、
更
な
る
社
会
的
評
価
を

得
る
べ
く
会
場
を
ル
ー
テ
ル
市
ヶ

谷
か
ら
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
・
リ

サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
に
移
し
ま
し
た
。

内
容
も
自
由
参
加
か
ら
十
五
の

音
楽
大
学
及
び
音
楽
関
係
学

部
・
学
科
を
持
つ
大
学
よ
り
推
薦

さ
れ
た
三
十
六
名
の
い
わ
ば
大

学
を
代
表
す
る
卒
業
生
の
演
奏

会
と
な
り
、
本
学
か
ら
は
今
年

三
月
に
音
楽
文
化
学
科
を
卒
業

し
た
福
田
真
子
さ
ん（
右
写
真
）

が
参
加
し
、
七
月
一
日（
日
）〜

七
日（
土
）ま
で
の
七
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
日
本
フ

ル
ー
ト
協
会
東
京
部
会
で
〝
フ

ル
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〞
を

は
じ
め
〝
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
〞
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
等

日
本
の
フ
ル
ー
ト
界
を
リ
ー
ド

し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ

ナ
ル
合
わ
せ
て
二
千
百
人
の
会

員
数
を
誇
る
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト

だ
け
の
団
体
で
す
。

今
回
は
七
月
一
日（
日
）、
四
日

（
水
）、
七
日（
土
）の
三
回
の
デ

ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
聴
く
機

会
を
持
ち
ま
し
た
が
、
さ
す
が

各
音
大
、
音
楽
科
か
ら
選
ば
れ

た
卒
業
生
達
、
溢
れ
ん
ば
か
り

の
若
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

た
演
奏
が
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
三
月
に
本
学
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
福
田
さ
ん

は
初
め
は
緊
張
の
面
持
ち
で
し

た
が
、Ｃ．
Ｐ
ｈ．
Ｅ．
バ
ッ
ハ
の
ハ

ン
ブ
ル
ガ
ー
ソ
ナ
タ
ト
長
調
、

Ｇ．
Ｐ
ｈ．
テ
レ
マ
ン
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
よ
り
第
一
番
　
イ
長
調
、

Ｊ．
リ
ヴ
ィ
エ
の
優
し
き
鳥
た
ち

と
Ａ．
Ｆ．
ド
ッ
プ
ラ
ー
の
ヴ
ァ

ラ
キ
エ
の
歌
　
作
品
一
〇
の
四

曲
を
滞
り
な
く
立
派
に
演
奏
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
若
き
フ

ル
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
将
来
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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左が葉梨さん

中央が葉梨さん
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参
議
院
創
立
六
十
周
年
を
記

念
し
て
、
去
る
五
月
十
九
日

（
土
）、
参
議
院
主
催
「
高
校
生

特
別
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
本
校
か
ら
五
年
生
七

名
が
参
加
し
、
法
案
審
議
等
の

貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
実
際
の
国
会
で

も
扱
わ
れ
た
法
案
を
審
議
し
ま

し
た
。
高
校
生
が
、
参
議
院
議

長
や
大
臣
、
各
委
員
長
な
ど
の

役
割
を
演
じ
な
が

ら
、
委
員
会
と
本
会

議
に
お
け
る
法
案

審
議
の
過
程
を
実

体
験
し
、
国
会
の
仕

組
み
と
役
割
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

法
務
委
員
会
、
国

土
交
通
委
員
会
で

実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
る
委
員
会
室

で
行
わ
れ
た
審
議

は
、
発
言
も
多
く
、

臨
場
感
溢
れ
る
も

の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
質

疑
応
答
の
際
に

は
、
生
徒
た
ち

か
ら
参
議
院
の

存
在
意
義
や
委

員
会
主
義
に
つ

い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
官
の
丁
寧

な
説
明
を
受

け
、
議
会
制
民

主
主
義
に
つ
い

て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

全
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
、
国

会
施
設
見
学
が

あ
り
、
初
登
庁

の
際
に
し
か
開
か
れ
な
い
参
議

院
の
中
央
玄
関
か
ら
入
場
し
、

通
常
の
見
学
で
は
入
室
が
許
さ

れ
な
い
大
臣
室
や
本
会
議
場
の

議
員
席
、
予
算
委
員
会
室
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
国
権
の
最
高
機
関
を
肌

で
感
じ
、
社
会
を
担
う
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

去
る
六
月
二
日（
土
）、
本
校

体
育
館
に
て
、
第
二
十
二
回
全

校
合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
当
初
に
新
ク
ラ
ス
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
す
ぐ
に
、
学
年

委
員
会
を
中
心
と
し
て
全
ク
ラ

ス
が
こ
の
合
唱
祭
へ
向
け
て
準

備
を
始
め
、
意
欲
的
な
取
り
組

み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
本

番
一
週
間
前
は
集
中
練
習
期
間

と
な
り
、
朝
・
放
課
後
に
は
校
内

の
い
た
る
所
か
ら
歌
声
が
響
き
、

全
校
が
盛
り
上
が
っ
て
行
き
ま

し
た
。

合
唱
祭
当
日
は
大
勢
の
保
護

者
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

ま
た
審
査
員
と
し
て
大
学
人
文

学
部
音
楽
文
化
学
科
よ
り
外
山

浩
爾
先
生
・
木
村
満
寿
美
先
生

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、よ
り
専

門
性
の
高
い
視
点
か
ら
の
評
価

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、中
学
・
高

校
別
に
総
合
一
位
・
二
位
・
三

位
・
指
揮
者
賞
・
伴
奏
者
賞
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
発
表
が

あ
る
た
び
に
あ
が
る
喜
び
の
声

か
ら
、
生
徒
た
ち
の
そ
れ
ま
で

の
努
力
の
大
き
さ
が
感
じ
ら

れ
、
ま
た
最
後
の
全
校
合
唱
で

教
員
も
生
徒
も
一
つ
に
な
っ
て

歌
う
姿
か
ら
、
一
つ
の
行
事
を

通
し
て
「
和
の
精
神
」
を
体
現

し
、
感
動
と
と
も
に
大
き
く
成

長
し
た
生
徒
の
様
子
が
、
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

法案審議の模擬体験をした生徒達

高校生特別体験プログラム

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て

第
二
十
二
回

合
唱
祭
を
終
え
て
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六
月
五
日（
火
）に
本
校
第
一
回

卒
業
生
の
山
崎
洋
平
さ
ん
が
学
校

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
山
崎
さ

ん
は
現
在
、
美
容
師
と
し
て
働
か
れ

て
い
て
、
美
容
室
も
経
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
年
生
で
企
画
し
た
「
卒
業

生
に
よ
る
授
業
」
と
し
て
、
美
容
師

の
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
を
お
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
一
人
で
、
き
ち
ん
と
頭
を
洗
え

る
か
な
？
」「
頭
を
洗
う
時
に
、
爪
は

短
く
切
っ
て
お
く
と
い
い
よ
」「
髪

の
毛
を
濡
ら
し
た
ま
ま
だ
と
風
邪

を
ひ
い
て
し
ま
う
よ
」
な
ど
洗
髪
す

る
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
、
わ
か
り

や
す
く
楽
し
い
ク
イ
ズ
を
通
し
て

教
わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
年
生

に
と
っ
て
初
め
て
の
望
月
校
外
学

習
を
目
前
に
し
て
い
た
の
で
、
ど
の

子
も
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
自
分
の
小
学
校
時
代
の

写
真
も
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

二
十
年
前
の
学
校
の
様
子
や
、「
か

す
が
荘
」
の
様
子
。
そ
し
て
、
昔
か

ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
の
若
か

っ
た
頃
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
を
し
て

い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
と
同
じ
、
こ
の
小
学
校

を
卒
業
さ
れ
た
山
崎
さ
ん
。
締
め
く

く
り
と
し
て
、「
夢
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
よ
」「
な
り
た
い
も
の
、
や
り

た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
諦
め

な
い
で
続
け
て
ね
」
と
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

志
を
強
く
持
ち
頑
張
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
附
属
小
学
校
の
一
年
生

た
ち
は
、
こ
の
出
会
い
を
通
し
て
大

き
な
夢
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
は
、

熱
い
思
い
が
残
っ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

夢
を
叶
え
た
卒
業
生
の
山
崎
さ

ん
が
心
に
蒔
い
て
く
れ
た
種
を
、
こ

れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
育
て

て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
の
は
、
二
十
年
後
、
三
十
年

後
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
。

経
験
を
こ
と
ば
で
表
現
す
る
こ

と
の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
は
強

調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
四
月
よ
り
着
任
さ
れ
た
松

山
武
士
校
長
も
、
校
内
研
修
や
保
護

者
会
で
常
に
力
説
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
日
常
で
の
ノ
ー
ト
・

作
文
指
導
以
外
に
も
全
校
で
言
葉

に
表
す
活
動
を
二
つ
、
長
年
に
渡
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
一
つ
、

て
の
ひ
ら
文
庫
読
書
感
想
文
に
つ

い
て
は
、
そ
の
成
果
が
五
年
連
続
最

優
秀
校
賞
と
い
う
形
で
実
を
結
ん

で
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
、
も
う
一
つ
の
思
い
出
発

表
集
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
運
動
会
と
聖
徳
祭
と

い
う
本
校
の
二
大
行
事
の
あ
と
に
、

各
学
級
の
代
表
者
が
自
分
の
思
い

出
を
作
文
に
し
て
発
表
し
ま
す
。
五

年
生
ま
で
は
作
文
で
す
が
、
六
年
生

は
短
歌
や
俳
句
に
託
し
て
披
露
し

ま
す
。

創
立
二
十
周
年
を
機
に
ま
と
め

た
『
附
属
小
学
校
創
立
二
十
周
年
記

念
誌
』
に
は
こ
れ
ま
で
の
六
年
生
の

選
出
歌
と
選
出
句
を
掲
載
し
ま
し

た（
七
十
六
ペ
ー
ジ
）。
並
べ
て
み
る

と
、
引
き
継
が
れ
て
い
く
我
が
校
風

と
伝
統
が
こ
と
ば
の
奥
か
ら
立
ち

現
わ
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。

昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
決
め
ろ
と
卒
業
生

優
勝
カ
ッ
プ
は
我
が
赤
組
に（
運
動
会
）

手
か
ら
手
へ
班
旗
に
こ
め
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と

う
け
つ
が
れ
ゆ
く
和
の
精
神（
運
動
会
）

手
話
の
あ
と
ま
っ
く
ら
の
中
ぽ
つ
ぽ
つ
と

ビ
デ
オ
の
光
三
十
五
こ（
聖
徳
祭
）

校
門
を
な
ご
り
お
し
く
ふ
り
か
え
る

聖
徳
祭
と
書
か
れ
た
看
板（
聖
徳
祭
）

日
本
の
伝
統
的
な
表
現
方
法
で

あ
る
短
歌
や
俳
句
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
内
面
を
豊
か
に
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
一
日（
木
）に
四
年
生

は
国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
「
な
る

ほ
ど
！
体
験
教
室
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
附
属
小
学
校
か
ら
は
初
め
て
の

参
加
と
な
り
ま
す
。

こ
の
体
験
教
室
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
、
環
境
教
育
、
防
災
な
ど
に
関
わ

る
こ
と
を
親
切
な
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
直
接
教
わ
る
こ
と
が
で
き
る

人
気
の
あ
る
催
し
で
す
。
今
回
、
児

童
は
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」「
視
覚
不

自
由
者
体
験
」「
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
手
足
の

関
節
部
分
に
パ
ッ
ド
を
装
着
し
て

曲
げ
に
く
く

し
た
り
、
耳

栓
や
曇
っ
た

め
が
ね
を
つ

け
て
、
耳
が

遠
く
な
る
感

覚
や
白
内
障
に
な
っ
た
と
き
の
視

界
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

視
覚
不
自
由
者
体
験
で
は
ア
イ

マ
ス
ク
で
目
隠
し
を
し
て
、
白
杖
を

持
っ
て
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
歩

き
ま
し
た
。
始
め
は
ち
ゃ
ん
と
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
い
て
い
ま
し

た
が
、
障
害
物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し

て
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
と
、

そ
れ
以
上

歩
く
こ
と

が
で
き
な

く
な
る
こ

と
を
実
感

で
き
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
通
し
て
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
物
を
置
く

こ
と
は
、
大
変
危
険
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
で
は
、
新
聞
紙

を
再
利
用
し
て
植
木
鉢
の
形
に
し

た
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
作
り
ま
し

た
。
知
識
と
し
て
は
、
新
聞
紙
が
再

利
用
で
き
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
実
際
に
再
生
で
き
た

こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

「
ま
ず
は
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
大

事
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
ゴ
ミ
の
減

量
に
対
す
る
意
識
も
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
作
り
た
て
の
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ

ト
は
ぽ
ろ

ぽ
ろ
と
崩

れ
や
す
い

の
で
、
大

切
に
持
ち

帰
り
ま
し

た
。今

回
の
体
験
を
通
し
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
こ
と
や
、
環
境
の
こ
と
を

印
象
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

は
健
常
者
と
障
害
の
あ
る
人
が
共

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互

い
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
を
通
し
て
、
児
童
一
人

ひ
と
り
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
環
境

に
配
慮
し
た
優
し
い
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
具
体
的
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒業生による授業
「ようこそ、
ぼくたち私たちの

先輩！」 短歌に詠われた思い出

優
し
い
心
を
育
て
る

「
な
る
ほ
ど
！

体
験
教
室
」

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム高校生特別体験プログラム

同窓会 附属中学校・高等学校

からの

お知らせ爽爽和和会会
今年度、爽和会では１０月7日（日）に開催する聖徳
祭でフラワーアレンジメント体験教室を開催する他、
来年３月にも文化活動サークルでフラワーアレンジ
メント講座を開催する予定です。また、来年度には
「４０歳の会」（１～３期生の同期会）を行う予定です。

詳しくは、１月に発行する会報で同窓生の皆様に
お知らせいたします。
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幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

去
る
六
月
八
日（
金
）、
年
長

組
の
園
児
達
は
胸
を
躍
ら
せ
な

が
ら
附
属
小
学
校
の
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。

最
初
に
通
さ
れ
た
広
場
で
は

あ
ま
り
に
も
大
き
な
壁
画
に
び

っ
く
り
し
た
様
子
で
首
が
痛
く

な
る
ほ
ど
見
上
げ
な
が
ら
「
す

ご
い
な
」「
大
き
い
ね
」
な
ど
と

口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
二

年
生
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、

一
年
生
の
教
室
に
入
り
少
し
大

き
な
机
と
椅
子
に
座
る
と
小
学

校
の
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
名
前

を
呼
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
○
○
○
○
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、

照
れ
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
に
返

事
を
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
語
と

算
数
の
授
業
を
受
け
気
分
は
す

っ
か
り
一
年
生
で
す
。
次
に
楽

し
み
に
し
て
い
た
広
い
体
育
館

で
の
遊
び
で
す
。
幼
稚
園
に
は

な
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
大

き
な
リ
ン
グ
、
登
り
棒
や
肋
木

（
ろ
く
ぼ
く
）
な
ど
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
り
な
が
ら
、
皆
、
目
を
輝

か
せ
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
食
堂

（
じ
き
ど
う
）で
の
給
食
を
小
学

生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
達

と
一
緒
に
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
人
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

た
の
か
、
い
つ
も
よ
り
静
か
に

黙
々
と
頂
く
園
児
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
帰

る
時
間
と
な
り
バ
ス
に
乗
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
も
た
く
さ
ん
の

児
童
が
「
ま
た
き
て
ね
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
、
ど
の
園
児
も
本
当

に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
は
、
早
速
「
た
の
し

か
っ
た
ね
」「
み
ー
ん
な
大
き
か

っ
た
ね
」
な
ど
と
興
奮
さ
め
や

ら
ぬ
様
子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
園
児
の
様
子
か
ら
小

学
校
へ
の
関
心
の
高
さ
や
大
き

な
期
待
が
う
か
が
え
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
卒
園
ま
で
の
日
々

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

梅
雨
入
り
、
紫
陽
花
の
美
し

い
季
節
。
例
年
九
月
に
行
わ
れ

る
お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま
の

会
を
今
年
は
六
月
十
六
日（
土
）

に
行
い
ま
し
た
。
遠
方
よ
り
お

い
で
頂
い
た
お
じ
い
さ
ま
、
お

ば
あ
さ
ま
も
多
く
当
日
は
、
可

愛
い
孫
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
姿

を
見
る
た
め
に
受
付
の
一
時
間

も
前
か
ら
並
ん
で
待
つ
お
じ
い

さ
ま
、
お
ば
あ
さ
ま
の
姿
が
見

受
け
ら
れ
今
日
こ
の
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

当
日
お
じ
い
さ
ま
、お
ば
あ
さ

ま
が
お
い
で
に
な
れ
な
か
っ
た

園
児
も
張
り
切
っ
て
「
よ
う
こ

そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

と
元
気
に
挨
拶
を
し
、
五
歳
児

松
組
が
ホ
ー
ル
ま
で
手
を
つ
な

い
で
ご
案
内
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
発
表
が
始
ま
り
、

ま
ず
は
全
園
児
か
ら
の
う
た
の

プ
レ
ゼ
ン
ト「
お
じ
い
さ
ん
お
ば

あ
さ
ん
」
を
聞
き
、
目
頭
を
お
さ

え
て
い
る
お
じ
い
さ
ま
や
お
ば

あ
さ
ま
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

三
歳
児
桜
組
は
、「
わ
た
し
の

ワ
ン
ピ
ー
ス
」の
リ
ズ
ム
あ
そ
び
。

立
ち
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
り
、

モ
ジ
モ
ジ
し
て
動
か
な
い
園
児

も
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
中
に
は
欠
席
し
た
友
だ
ち

の
分
ま
で
し
っ
か
り
踊
っ
た
り
小

道
具
を
動
か
す
園
児
に
た
く
さ

ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
歳
児
梅
組
は
、
幕
開
け
と

と
も
に
歌
と
合
奏
を
行
い
「
お

も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
の

歌
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び
「
も
り
の
た

か
ら
も
の
」
で
は
、
前
後
左
右
の

移
動
や
カ
ノ
ン
、
二
人
組
に
な

っ
て
踊
る
姿
に
感
嘆
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

五
歳
児
松
組
は
、
グ
リ
ム
童

話
よ
り
「
金
の
が
ち
ょ
う
」
の
リ

ズ
ム
劇
。
ス
カ
ー
フ
や
リ
ン
グ
等

を
使
い
年
長
児
ら
し
い
動
き
を

見
せ
ま
し
た
。
金
の
ガ
チ
ョ
ウ

に
繋
が
っ
て
離
れ
な
く
な
り
ヨ

タ
ヨ
タ
と
歩
く
さ
ま
は
本
当
に

お
か
し
く
表
現
さ
れ
、
会
場
の

笑
い
を
誘
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
じ
い
さ
ま
、お
ば
あ
さ
ま

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
励

み
に
な
っ
た
よ
う
で
、
ス
テ
ー

ジ
を
降
り
て
き
た
園
児
一
人
ひ

と
り
の
満
面
の
笑
み
が
充
実
感

や
満
足
感
を
物
語
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

お
帰
り
の
際
に
は
「
あ
り
が

と
う
。
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年

も
伺
い
ま
す
。」
と
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
教
職
員
一

同
、
更
な
る
保
育
の
向
上
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
二
日（
土
）、
本
園
初
め

て
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
お
父

様
に
参
加
し
て
頂
き
「
小
運
動

会
」
を
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の

下
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年

と
は
異
な
り
、
父
親
参
観
を
こ

の
小
運
動
会
に
か
ね
て
、
実
施

致
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
前
に
、
園
長
先
生

の
お
話
に
続
き
、
大
学
児
童
学

科
准
教
授
・
百
瀬
定
雄
先
生
か
ら

ご
指
導
も
含
め
た
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
全
園
児
行
進
の
あ
と
、

九
ク
ラ
ス
が
朝
礼
台
の
前
に
集

り
、
声
高
ら
か
に
宣
誓
を
園
長

先
生
の
前
で
全
園
児
誓
い
ま
し

た
。
次
に
ハ
ト
ポ
ッ
ポ
体
操
を

終
え
開
会
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

競
技
は
、
学
年
別
の
全
園
児

の
か
け
っ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
年
少
桜
組
は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
か
け
る
子
、
中
に
は
泣
き
な

が
ら
ト
ボ
ト
ボ
と
か
け
る
子
、

年
中
梅
組
は
腕
を
振
り
力
い
っ

ぱ
い
走
っ
て
い
る
子
、
お
父
様

を
捜
し
て
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す
る

子
、
年
長
松
組
は
二
階
テ
ラ
ス

で
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
父
様

席
に
、
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い

る
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

次
に
学
年
別
の
競
技
を
行
な

い
ま
し
た
。
三
才
児
は
フ
ァ
ニ
ー

ト
ン
ネ
ル
の
中
を
膝
を
つ
け
、く

ぐ
り
ぬ
け
巧
技
台
か
ら
飛
び
降

り
、そ
ば
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
父

様
に
抱
か
れ
て
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

次
に
年
長
児
は
リ
ン
グ
を
使

っ
て
ケ
ン
ケ
ン
パ
を
繰
り
返
し
、

巧
技
台
を
渡
り
ま
し
た
。
中
に

は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
渡
り

き
れ
な
い
園
児
が
い
ま
し
た
が
、

先
生
の
補
助
を
借
り
て
渡
り
き

り
、
お
父
様
に
腕
を
持
っ
て
頂

い
て
さ
ら
に
お
腹
に
両
足
を
あ

て
お
尻
を
く
る
っ
と
ま
わ
し
て

か
ら
、
お
父
様
に
抱
っ
こ
し
て

頂
き
ゴ
ー
ル
で
す
。
五
才
児
も

お
父
様
と
、
家
で
は
出
来
な
い

運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

園
児
の
競
技
が
終
わ
る
と
百

瀬
先
生
が
簡
単
で
親
子
で
楽
し

め
て
、
場
所
を
選
ば
な
い
親
子

体
操
を
八
パ
タ
ー
ン
、
実
際
に

模
擬
を
し
て
頂
き
な
が
ら
指
導

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
運
動
会

を
通
し
て
今
迄
の
父
親
参
観
と

違
う
反
省
も
あ
り
ま
す
が
、
本

園
の
建
学
の
心
を
ご
理
解
し
て

頂
け
る
よ
う
、
思
慮
深
く
、
前
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
二
日（
土
）に
「
菊
水
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年

の
三
月
に
本
園
を
卒
業
し
た
小

学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
卒
園
生
た
ち
の
同
窓
会
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
幼
稚
園
に
少
し
緊

張
気
味
だ
っ
た
子
ど
も
達
も
受

付
を
済
ま
せ
ホ
ー
ル
へ
集
ま
る

と
、
懐
か
し
い
園
舎
や
友
達
、
そ

し
て
先
生
方
と
の
再
会
に
胸
を

弾
ま
せ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

卒
園
生
と
先
生
方
が
全
員
ホ

ー
ル
に
集
ま
り
、
ま
ず
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
る
と
き
に
い
つ
も
元

気
よ
く
歌
っ
て
い
た
「
幼
稚
園
園

歌
」
や
大
好
き
な
「
子
ど
も
の
世

界
」
を
歌
い
ま
し
た
。
一
緒
に
歌

を
歌
う
こ
と
で
次
第
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
幼
稚
園
時
代
を
思
い
出

し
た
よ
う
で
し
た
。
歌
を
歌
っ
た

あ
と
は
短
期
大
学
部
保
育
科
の

掃
守
純
一
郎
先
生
に
お
越
し
頂

き
、
人
形
劇
や
手
あ
そ
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
見
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
卒
園
生
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
、
手
あ
そ
び
な
ど

積
極
的
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

人
形
劇
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
一

年
生
は
年
長
児
の
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
各
保
育
室
で
旧
担
任
の
先

生
か
ら
一
人
ひ
と
り
卒
園
ア
ル

バ
ム
を
受
け
取
り
、
小
学
校
生
活

で
頑
張
っ
て
い
る
事
や
楽
し
ん

で
い
る
事
な
ど
近
況
を
報
告
し

合
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
話

し
を
す
る
姿
を
見
て
、
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
た
頃
か
ら
一
段
と
成

長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
二

年
生
以
上
の
子
ど
も
達
は
ホ
ー

ル
で
ジ
ェ
ン
カ
を
先
生
方
と
一

緒
に
楽
し
み
、
そ
の
あ
と
園
庭
で

身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
遊

び
ま
し
た
。
当
日
は
旧
教
職
員
の

方
も
顔
を
揃
え
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

無
心
に
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
姿
に

こ
れ
か
ら
も
素
直
で
心
身
共
に

健
康
で
明
る
い
子
ど
も
に
成
長

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

菊
水
会
は
年
に
一
度
で
す
が
、

そ
の
他
に
も
聖
徳
子
ど
も
ま
つ

り（
バ
ザ
ー
）な
ど
様
々
な
行
事

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
機
会
も

大
切
に
し
、
み
ん
な
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
時
間
を
提
供
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

六
月
十
五
日（
金
）に
本
園
ホ

ー
ル
に
於
い
て
生
活
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
入
園
・
進
級

し
て
約
二
ヵ
月
。
生
活
発
表
会

は
、
友
達
と
一
緒
に
歌
を
う
た

っ
た
り
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽

し
く
身
体
表
現
を
し
た
り
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
保
護
者
の

方
に
は
園
児
の
幼
稚
園
生
活
の

様
子
を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
と

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
県
民

の
日
」
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
両
親
、
祖
父
母
の
参
加
に

加
え
小
学
生
の
参
加
も
多
く
総

勢
約
四
六
〇
名
と
大
き
な
ホ
ー

ル
も
満
員
状
態
で
熱
気
ム
ン
ム

ン
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
少
し
で
も
良
い
席
を

求
め
て
早
朝
か
ら
列
を
作
っ
て

並
び
開
場
と
と
も
に
走
っ
て
席

を
目
ざ
す
姿
に
保
護
者
の
関
心

の
高
さ
と
大
き
な
期
待
感
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

園
長
先
生
、
附
属
小
学
校
教

頭
佐
藤
先
生
の
挨
拶
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
ス
タ
ー
ト
し
、
パ
ン

ダ
組
は
「
に
ん
じ
ん
」
桜
組
は

「
ぼ
く
の
く
れ
よ
ん
」
の
絵
本

か
ら
取
り
あ
げ
た
リ
ズ
ム
遊
び

を
発
表
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
舞
台
で
中
に
は
お

客
様
の
多
さ
に
緊
張
を
か
く
せ

な
い
園
児
、
自
分
の
出
番
が
終

わ
っ
て
も
客
席
に
見
入
っ
て
な

か
な
か
退
場
し
な
い
園
児
な
ど

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
会
場
か
ら
の
拍
手
に
満

面
の
笑
み
が
見
ら
れ
ホ
ッ
と
致

し
ま
し
た
。
梅
組
は
歌
と
合
奏

「
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
」
の

リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
、
松
組
は
歌

と
合
奏「
長
ぐ
つ
を
は
い
た
猫
」

の
リ
ズ
ム
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

日
頃
の
遊
び
の
中
で
も
カ
セ

ッ
ト
を
操
作
し
、
友
達
と
一
緒

に
自
由
に
身
体
表
現
や
セ
リ
フ

の
や
り
取
り
を
楽
し
み
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
指
導

面
で
反
省
課
題
が
残
り
ま
し

た
。
今
後
も
園
児
一
人
ひ
と
り

の
成
長
を
大
切
に
見
守
り
笑
顔

が
絶
え
な
い
よ
う
に
研
鑚
を
重

ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
　

気
分
は
一
年
生

附
属
幼
稚
園

お
じ
い
さ
ま

お
ば
あ
さ
ま
の
会

附
属
第
三
幼
稚
園

お
父
様
と
一
緒
に

小
運
動
会

附
属
浦
安
幼
稚
園

大
盛
況
だ
っ
た

生
活
発
表
会

附
属
第
二
幼
稚
園

菊

水

会

同
窓
会

附
属
第
二
幼
稚
園
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毎
年
小
学
校
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
卒
園
生
に
案
内
を

出
し
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
す
。

今
年
は
五
月
十
九
日（
土
）に
百

六
十
八
名
の
参
加
者
で
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
年
が
進
む
に
つ
れ
参
加
人

数
は
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
今

年
は
六
年
生
の
出
席
者
の
中
に

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
の
女
児

児
童
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

聖
徳
の
つ
な
が
り
と
共
に
こ
こ

で
も
「
な
ご
み
」
の
温
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
参
加

者
全
員
で
人
数
集
め
や
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
遊
び
や
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
お
や
つ
を
頂
き

学
校
の
楽
し
い
こ
と
や
友
達
関

係
の
悩
み
な
ど
を
先
生
に
話
し

「
勇
気
が
出
た
よ
！
」
と
明
る

く
元
気
に
な
っ
た
子
ど
も
の
姿

を
見
て
生
き
る
力
を
強
く
持
っ

て
ほ
し
い
、
人
と
の
係
わ
り
を

保
つ
為
に
は
自
分
も
我
慢

を
し
た
り
積
極
的
に
働
き

か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
が

い
て
親
子
で
卒
園
し
た
り

在
園
し
て
い
る
多
く
の

方
々
に
も
な
ご
み
会
を
広

く
伝
え
る
為
に
、
今
年
は

長
年
希
望
だ
っ
た
運
動
会

で
も
卒
園
生（
年
齢
問
わ

ず
）が
参
加
で
き
る
競
技

を
取
り
入
れ
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

♪
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
と
し

は
い
く
つ
と
た
ず
ね
た
ら
、
わ

す
れ
て
し
も
た
よ
、
あ
は
は
は

は
♪
そ
ん
な
歌
を
歌
い
な
が
ら

園
児
達
は
九
月
に
行
わ
れ
る

「
敬
老
の
日
の
集
い
」
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
新
幹
線
に
乗
っ

て
幼
稚
園
に
来
る
ん
だ
よ
！
」

と
幼
稚
園
で
行
わ
れ
る
「
敬
老

の
日
の
集
い
」
に
出
席
い
た
だ

く
た
め
に
遠
方
よ
り
お
越
し
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
御

祖
父
母
様
と
い
っ
て
も
ま
だ
お

若
く
、
現
役
で
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
全
員
参
加
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
た
く
さ
ん
の
お
じ
い
様
、
お

ば
あ
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

前
半
は
学
年
ご
と
に
歌
や
遊

戯
、
合
奏
等
を
見
て
い
た
だ
き

そ
の
後
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
各
保
育

室
で
手
遊
び
や
簡
単
な
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
楽
し
く
過
ご

し
ま
す
が
、
御
祖
父
母
様
が
参

加
で
き
な
か
っ
た
園
児
達
に
も

「
お
名
前
は
？
」
な
ど
と
声
を
掛

け
て「
○
○
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
、

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
教
え
て
ち
ょ

う
だ
い
」
と
優
し
く
声
を
掛
け

て
皆
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
ご

配
慮
い
た
だ
い
て
い
る
姿
を
見

て
い
る
と
、
祖
父
母
の
温
か
さ

を
私
た
ち
大
人
に
も
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
こ
ん
な

お
話
聞
い
た
な
…
。あ
ん
な
う
た

教
え
て
も
ら
っ
た
な
…
」
と
幼

い
頃
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま

す
が
こ
の
会
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
幼
稚
園
で
一
緒
に
遊

ん
だ
と
い
う
楽
し
い
思
い
出
と

共
に
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る

こ
と
や
御
父
母
様
の
貴
重
な
お

話
を
聞
き
心
の
残
る
一
日
に
な
っ

た
ら
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

敬
老
の
日
の
集
い

三
田
幼
稚
園

な

ご

み

会

同
窓
会

三
田
幼
稚
園

一
年
に
一
度
の
同
窓
会
も
今

年
で
第
三
十
一
回
目
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
中
学
生
が
二
名

加
わ
り
百
八
十
五
名
の
同
窓
生

を
迎
え
、
な
つ
か
し
い
面
々
が

集
ま
る
同
窓
会
「
和
香
竹
会
」

が
六
月
十
六
日（
土
）に
行
わ
れ

ま
し
た
。
多
少

緊
張
し
た
表

情
の
中
に
も
、

久
し
振
り
に

友
達
や
先
生

に
会
え
た
嬉

し
さ
一
杯
の

子
ど
も
達
を

迎
え
て
始
ま

り
ま
し
た
。

今
年
は
退

職
さ
れ
た
先

生
そ
し
て
給

食
の
先
生
も

来
て
下
さ
り
、
同
窓
会
は
よ
り

一
層
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
一
年
生
は
毎
年
自
分
達
の

作
っ
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
こ
の

同
窓
会
に
頂
け
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

達
が
参
加
し
ま
す
。
一
年
生
は

懐
か
し
い
幼
稚
園
時
代
の
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
ク
ラ
ス
対
抗
の

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
松
組
当

時
の
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
そ
の
ま
ま

の
ゲ
ー
ム
展
開
に
元
担
任
も
思

わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
一
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
又
、
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
の
時
に
は
い
つ
の
間
に
か

仲
良
し
の
友
達
の
輪
が
で
き
、

元
担
任
を
囲
ん
だ
り
し
て
、
実

に
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
を
持

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三
十
一
回
に
な
っ
た
同
窓
会

の
中
に
は
親
子
で
同
窓
会
と
い

う
方
達
も
出
て
き
て
、
和
香
竹

会
に
も
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
益
々
大
き

な
同
窓
会
に
な
り
ま
す
様
に
と

願
っ
た
一
日
で
し
た
。

毎
年
七
月
上
旬
に
、
ま
だ
幼

さ
の
残
る
か
わ
い
い
未
就
園
児

を
迎
え
て
、
小
さ
な
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

在
園
児
は
歌
や
合
奏
、
そ
し

て
遊
戯
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま

す
が
、
未
就
園
児
達
は
い
つ
も

保
護
者
と
顔
を
あ
わ
せ
て
、「
す

ご
い
ね
」
と
話
し
な
が
ら
、
見

て
い
ま
す
。
中
に
は
「
う
ち
の

子
も
あ
ん
な
風
に
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
？
」
と
期
待
と

不
安
の
表
情
を
浮
か
べ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
「
入
園

し
様
々
な
行
事
や
集
団
生
活
を

経
験
す
る
事
に
よ
り
色
々
な
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す

よ
」
と
い
う
教
師
の
言
葉
に
ほ

っ
と
さ
れ
る
お
母
様
が
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
発
表
会
で
は
未

就
園
児
に
と
っ
て
幼
稚
園
の
様

子
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

る
行
事
で
あ
る
と
同
時
に
在
園

児
に
と
っ
て
も
毎
年
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
し
て
の
自
覚
が
も

て
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
も
一
番
小
さ
い
桜

組（
年
少
組
）に
と
っ
て
は
い
つ

も
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら

「
い
い
子
だ
ね
」「
か
わ
い
い
ね
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

小
さ
な
発
表
会
に
参
加
す
る
事

で
自
分
達
よ
り
小
さ
い
お
友
達

を
目
の
前
に
し
少
し
だ
け
大
人

っ
ぽ
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
お
遊
戯
を
発
表
す
る
時
も

「
か
っ
こ
い
い
所
を
見
せ
て
あ

げ
る
ん
だ
」
と
意
気
込
ん
で
、

目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
い
る

園
児
達
の
表
情
が
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
園
児
達
の
表
情
か
ら

も
毎
年
私
た
ち
教
師
は
園
児

の
成
長
を
み
る
事
が
出
来
ま

す
。
今
回
参
加
し
て

く
れ
た
未
就
園
児
が

園
の
教
育
方
針
に
賛

同
し
、
一
人
で
も
多

く
入
園
し
て
く
れ
る

よ
う
な
よ
り
一
層
楽

し
い
幼
稚
園
に
な
る

よ
う
に
と
、
教
職
員

一
同
気
持
ち
を
改
た

に
す
る
小
さ
な
発
表

会
で
し
た
。

小
さ
な
発
表
会

多
摩
中
央
幼
稚
園

第
三
十
一
回
和
香
竹
会

同
窓
会

多
摩
中
央
幼
稚
園

一
年
に
一
度
、
卒
園
生
が
幼

稚
園
に
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
懐
か
し
い
友
達
や
先
生
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
同

窓
会
が
、
六
月
二
日（
土
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
百
七
十
七
名
の

小
学
生
と
二
名
の
中
学
生
が
、

懐
か
し
い
幼
稚
園
に
集
ま
り
ま

し
た
。
一
年
生
は
、
三
月
に
卒

園
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
急
に

大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
高
学
年
に
な
る
と
、
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
な
表
情
を
見

せ
な
が
ら
も
、「
先
生
覚
え
て

ま
す
か
？
」
と
声
を
掛
け
て
来

て
く
れ
た
り
、
背
丈
も
教
師
よ

り
も
大
き
く
な
っ
て
い
た
り
す

る
姿
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
が
始
ま
る
と
、
幼
稚

園
の
頃
大
好
き
だ
っ
た
園
歌
を

少
し
照
れ
な
が
ら
も
元
気
よ
く

歌
っ
た
り
、
幼
稚
園
で
し
か
遊

べ
な
い
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
り
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
休
息
を
兼
ね
た
お
や
つ
の

時
間
で
は
、
友
達
や
先
生
と
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
り
、

近
況
報
告
を
し
合
っ
た
り
と
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
過

ご
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
成

長
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
毎
年

喜
ん
で
会
い
に
き
て
く
れ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

六
月
三
十
日（
土
）に
、
平
成

十
九
年
度
生
活
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
お

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
汗

ば
む
程
の
晴
天
で
、
登
園
し
て

き
た
園
児
達
は
、
や
る
気
と
期

待
で
満
ち
あ
ふ
れ
た
笑
顔
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

い
よ
い
よ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
、
松
組
代
表
の
は
じ

め
の
言
葉
、
続
い
て
全
園
児
で

「
園
歌
」
と
「
か
も
め
の
水
兵
さ

ん
」、
梅
組
松
組
で
「
世
界
中
の

子
ど
も
た
ち
が
」
を
元
気
い
っ

ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

松
組
に
よ
る
サ
カ
ホ
ー
ン
「
キ

ラ
キ
ラ
星
」、
合
奏
「
星
条
旗
よ

永
遠
な
れ
」
を
、
み
ん
な
で
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
発
表
し
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

パ
ー
ト
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
は
、
さ
す
が
に
松
組
と

思
わ
せ
る
程
の
立
派
な
姿
で
し

た
。
そ
し
て
、
素
敵
な
衣
装
に

着
が
え
、
桜
組
は
初
め
て
の
舞

台
で
、「
も
う
い
い
か
い
」

の
お
話
に
合
わ
せ
て
、
か

わ
い
ら
し
く
踊
り
、
梅
組

は
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
お

話
を
友
達
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

松
組
は
、
七
月
七
日
に
ち

な
ん
で
、「
七
夕
物
語
」

の
表
現
遊
び
を
、
元
気
い

っ
ぱ
い
行
い
ま
し
た
。
ど

の
学
年
の
園
児
達
も
、
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
頂
き
、

満
足
そ
う
な
笑
顔
が
見

ら
れ
、
み
ん
な
で
や
り
遂

げ
た
満
足
感
や
、
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
て
、
ま

た
ひ
と
つ
成
長
し
た
園
児
達
で

し
た
。

新
年
度
を
迎
え
三
ヵ
月
の
園

児
達
の
成
長
を
保
護
者
の
方
に

も
見
て
頂
け
た
そ
ん
な
素
敵
な

生
活
発
表
会
で
し
た
。

生
活
発
表
会
を

終
え
て

八
王
子
中
央
幼
稚
園

わ

か

ば

会

同
窓
会

八
王
子
中
央
幼
稚
園

行事予定

敬老の日の集い敬老の日の集い
●多摩中央幼稚園

9月11日（火）
●八王子中央幼稚園

9月12日（水）
●三田幼稚園

9月14日（金）
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

山梨県南都留郡山中湖村平野506 長野県佐久市春日2258-1

ご予約・お問い合わせは現地フロントが承ります。お気軽にお問い合わせください！

山中湖荘：0555-62-3111 かすが荘：0267-52-2111

「海の家」営業休止のお知らせ 野村記念海の家は諸事情により、今シーズンの営業を休止させていただきます。

各施設の詳細等はwebでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http: //www. seitoku. jp/gakuen/house /

周辺のイベント情報
・吉田の火祭り

8月26日（日）、27日（月）（日本三奇祭の1つ）

・山中明神例大祭安産まつり
9月4日（火）～6日（木）

わが国の著名な女流作家たち

の自筆原稿を公開しております。

平塚らいてうから、現在でもなお

活躍中の作家であるよしもとば

ななまで１７名の自筆原稿を公開

しております。

これらの自筆原稿からは、作家

が執筆している時の心情や息づ

かいが伝わってくるようです。例

えば題目が変更になったり、内容が書き直されて出版されたり、というようなことが手に取るよ

うに見ることができます。なお、別途特別出品として生誕１４０年を

迎えた幸田露伴、尾崎紅葉の自筆原稿も展示しております。

この機会に、活字からでは決して得られない自筆の持つ迫力や

感動が得られればと思います。

特 別 展 覧 会
「日本女流作家達の

自筆原稿」展

会期：開催中～平成１９年１０月３１日（水）まで
午前９時～午後５時（休館 毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場：聖徳大学８号館 ギャラリー
●会場への案内：JR・新京成線とも松戸駅
下車、東口より徒歩5分

※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用
になる事もできます。（５階出入口）

←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

■聖徳大学へお越しの際は電車をご利用下さい。■　お車でのご来場はご遠慮下さい。

【お問い合わせ】聖徳大学川並記念図書館　〒271-8555 松戸市岩瀬550番地　Tel.047-365-1111（大代）

s8月5日［日］ s8月19日［日］ s9月2日［日］
s9月23日［日］ s10月14日［日］ s11月10日［土］・11日［日］
s11月25日［日］ s平成19年2月11日［日］

s8月5日［日］ s8月26日［日］ s9月16日［日］
s9月30日［日］

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200

入学説明会

s9月1日［土］ s9月29日［土］ s10月20日［土］
s11月10日［土］ s12月9日［日］ s平成20年2月16日［土］

学校・入試説明会

s8月4日［土］ s8月29日［水］ s9月22日［土］
s11月3日［土・祝］ s平成20年1月12日［土］

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811

s10月16日［火］
■聖徳大学附属浦安幼稚園 ●お問い合わせ：047-721-8181

●入園説明会●

s10月12日［金］
■聖徳大学附属第三幼稚園 ●お問い合わせ：0476-26-3371

●入園説明会●

s10月13日［土］
■聖徳大学附属第二幼稚園 ●お問い合わせ：047-341-6598

●入園説明会●

s10月15日［月］
■聖徳大学附属幼稚園 ●お問い合わせ：047-368-6135

●入園説明会●

s9月18日［火］ s10月11日［木］
■聖徳学園多摩中央幼稚園 ●お問い合わせ：0426-76-0777

●説明会●

s9月26日［水］ s10月10日［水］
■聖徳学園八王子中央幼稚園 ●お問い合わせ：0426-64-0972

●説明会●

s9月27日［木］ s10月2日［火］
■聖徳学園三田幼稚園 ●お問い合わせ：03-5476-8811

●説明会●

s8月25日［土］ s7月29日［土］
■ 聖徳大学附属中学校（女子）・高等学校（女子） ●お問い合わせ：047-392-8111

s9月9日［日］ s10月7日［日］
s11月18日［日］

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111

入試説明会

s8月25日［土］ s7月30日［日］
■ 聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子） ●お問い合わせ：0297-83-8111

※駐車場がないため、公共交通機関をご利用いただき、お車でのご来校はご遠慮ください。 全国各地で開催される進学相談会に聖
徳大学・聖徳大学短期大学部のコーナー
を開設します。専門のアドバイザーや在学
生が皆さんの悩み・相談にお答えします。
ぜひお近くの会場にお越しください。

来訪者全員に聖徳オリジナルキャンパス
グッズ「合格祈願シャープペン」「キャン
パスバッグ」をプレゼント！
入試要項（願書）は9月から無料で配布
します。

s 10月以降も毎月実施

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

全国各地で進学相談会開催全国各地で進学相談会開催入試関係行事のご案内入試関係行事のご案内

開催日 時間 開催地 開催場所

1
1
2
3
4
5
6
7
7
8
9
10
14
19
30
7
20
4
18
23
25
9

9月

10月

11月

12月

日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）

土
土
日
月
火
水
木
金
金
土
日
月
金
水
日
日
土
日
日
金・祝
日
日

13：00～17：00
11：00～16：00
10：00～17：00
15：30～18：30
15：00～18：30
15：30～18：30
14：30～18：30
15：00～18：00
15：00～18：30
13：00～17：00
10：00～17：00
15：00～18：30
15：00～18：30
15：00～18：30
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00
10：00～17：00

横　浜
静　岡
三　島
甲　府
さいたま
長　野
宇都宮
千　葉
新　潟
新　宿
長　岡
仙　台
高　崎
水　戸
盛　岡
長　野
郡　山
那　覇
さいたま
松　戸
土　浦
松　戸

新都市ホール（横浜そごう）
ツインメッセ静岡
三島グランドホテル
ベルクラシック甲府
大宮ソニックシティ
ホテルメトロポリタン長野
マロニエプラザ
千葉ペリエ
ホテル新潟
新宿NSビル
ホテルニューオータニ長岡
仙台サンプラザホール
高崎サンパレス
水戸プラザホテル
ホテルニューカリーナ
ホテル国際２１
郡山ビューホテルアネックス
ホテル日航那覇グランドキャッスル
新都心・ラフレ埼玉
聖徳大学
ホテルCANKOH
聖徳大学

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※●印は本学主催（聖徳大学・短大だけの進学相談会）です。

本学主催の進学相談会にお越しの方には過去問題集（教学社：大学入試シリーズ）を
無料で差し上げます。

これからもまだ宿泊できます！ぜひお申込みください！
夏の平均気温は20度前後

聖徳学園山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘山中湖荘 天然掛け流しの湯

信州春日温泉かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘かすが荘

■ご利用料金■

●山中湖荘

5,250円～（学生・教職員）
8,150円～（卒業生・家族）

1名様（ ）1泊2食付

●かすが荘

5,400円～（学生・教職員）
8,300円～（卒業生・家族）

1名様（ ）1泊2食付

自然に恵まれた長野県東部、佐久市の春日温泉
にかすが荘はあります。
“美肌の湯”と名高く、お肌がツルツルになる2つ
の露天風呂は1度体験する価値アリです！
また、プールやテニスコート、体育館などスポー
ツ施設やバーベキュー広場など各種施設も充実し
ており、ご家族や、ご友人同士でのご利用に適して
おります。

山中湖周辺は、
標高1,000m前後
の高原地帯で、
夏の平均気温も
20度前後と過ご
しやすい人気の
避暑地です。
周辺には多数

の博物館や各種ミュージアム、少し足を延ばした
先には富士急ハイランドや、御殿場プレミアムア
ウトレット、富士サファリパークなど人気スポッ
トも多数ございます。
好評の洋風懐石料理とともに皆様のお越しを

お待ちしております。

瀬戸内寂聴（1922～ ） 「小さな僧のものがたり」昭和55年初出

「日本女流作家達の
自筆原稿」展

新潟県中越沖地震に伴う
特別措置のお知らせ

東京聖徳学園では新潟県中越沖地震に伴う本学受験生及び在校生への特別措置を
実施しています。詳細は http://www.seitoku. jp/ のバナーをご覧ください。


